
 

 

 

 

  

 

 

令和５年１２月６日、長生分署において、職員を対象に CAFS を使用した訓練を実

施しました。目的は、CAFSに対する特性を理解し、消火効率向上を目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

※ＣＡＦＳ（キャフス）とは、圧縮空気発報装置という意味で、消火薬剤を高圧の

空気で混ぜて泡を作る装置で、消防車に装備されています。  

 

 

今後も、このような訓練を継続し、災害対応能力の向上に取り組んでいきます。 

 

訓練内容 
 

 

 

【座学】基本的なＣＡＦＳの知識 
泡性状・消火能力 

 

 

【実技】泡の壁面への付着性 

   各種ノズルによる泡性状の違い  

 

訓練内容 

 

 
今回、株式会社モリタ東京支店から 

2名の講師をお招きしました！ 


